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科目ｺｰﾄﾞ 124 

科 目 名 情報科学（Information Science） 開講学科 看護学科・臨床検査学科 

選択区分 必修 単位数（時間） ２単位（30時間） 履修時期 １年次前期 

担当教員 金澤 知典、佐川 輝高 科目区分 共通教育科目 

授業概要 

情報とは何か、コンピュータの原理と構造、コンピュータネットワーク、医療情報システム等の基礎

知識を修得する。 

（関連科目）「医療情報学」その他コンピュータによる情報処理が必要な学問。 

授業目標 情報処理に関する基礎知識を学び、情報化社会に生きる医療人の基礎教養とする。 

授業内容 

回 項   目 内       容 担当者 

１ 情報理論の基礎 情報量、エントロピー、情報源、通信路、誤り検出・訂正 

金澤知典 

２ コンピュータの情報表現 
デジタル量、記憶容量、文字コード、２進法、８進法、16

進法 

３ 論理演算 論理回路、論理演算、ブール代数、真理値表 

４ 暗号 暗号化・復号化鍵、対称暗号システム、非対称暗号システム 

５ ハードウェア（１） 
コンピュータの基本構造と動作原理、コンピュータの５大要

素 

６ ハードウェア（２） 入力・出力・記憶・演算・制御装置、インターフェース 

７ ソフトウェア（１） 
プログラム言語、プログラム作成手順、基本ソフトウェア（Ｏ

Ｓ） 

８ ソフトウェア（２） データベース、応用ソフトウェア、コンピュータの応用 

９ 
コンピュータネットワ

ーク（１） 

ネットワーク、通信プロトコル、ＴＣＰ／ＩＰ、ネットワー

クの接続 

佐川輝高 

10 
コンピュータネットワ

ーク（２） 

インターネット、インターネットのアプリケーション、セキ

ュリティ 

11 システム システム設計、フローチャート、処理形態、セキュリティ 

12 医療情報システム（１） 医療とコンピュータ、病院情報システム 

13 医療情報システム（２） 病院情報の共有とネットワーク、問題点と今後の展望 

14 情報セキュリティ（１） インターネット上の危険、セキュリティ技術 

15 情報セキュリティ（２） 
ネットワークにおける情報倫理、個人情報、プライバシー、

これらに関連する法 

成 績 評 価 方 法 
次の配点で評価する。金澤担当分（筆記試験 40％、授業に対する取り組み 10％）、佐川

担当分（筆記試験 40％、授業に対する取り組み 10％） 

教科書 松戸隆之「最新臨床検査学講座 情報科学」（医歯薬出版） 

参考図書等 
井内善臣・梅田茂樹・大道卓「情報科学の基礎」改訂版（実況出版） 

樺澤一之・豊田修一「医療情報学入門」（共立出版） 

備  考 授業では、質問を歓迎します。 

 

科目ｺｰﾄﾞ 125 

科 目 名 統計学（Statistics） 開講学科 看護学科・臨床検査学科 

選択区分 必修 単位数（時間） １単位（30時間） 履修時期 １年次後期 

担当教員 光藤 昇＊ 科目区分 共通教育科目 

授業概要 

本授業は難解な数学的論証を省いた広く浅い内容である。統計学は実学であるという観点より、統計

解析の基礎的な考え方を説明し、パソコン及び電卓による演習を通してその解析方法を理解していく。

（演習を含む）（関連科目）「保健統計学」、その他情報処理が必要な学問。 

授業目標 
統計学の基礎を学び、実験データ、調査データの処理や解釈の基礎教養とする。基礎的な統計学の方

法の解説と演習を身近なデータで取り上げて行う。 

授業内容 

回 項   目 内       容 

１ 統計学とは 統計学史、記述統計学、推測統計学、データの種類、情報の要約 

２ 度数分布表の作成法 度数分布表、ヒストグラム、度数分布表から求める平均値 

３ 代表値と散らばりの尺度 
平均、中央値、最頻値、分散、標準偏差、標本分散 

標本標準偏差、データの標準化（基準値の計算）、偏差値 

４ 相関図と相関係数 相関図、相関係数、スピアマンの順位相関係数 

５ 
確率論の基本と主要な確率

分布 
確率の定義、確率変数と確率分布、一様分布、ベルヌイ分布、二項分布

６ 主要な確率分布（続き） 正規分布、標準正規分布、χ２分布、ｔ分布、F分布 

７ 母集団と標本の関係 無作為抽出、不偏分散、中心極限定理 

８ 統計的な推定 点推定、推定量、母平均の区間推定 

９ 統計的な推定（続き） 母比率の区間推定（続き）母分散の区間推定 

10 統計的仮説検定 母平均の検定、ｔ検定、ウェルチの検定、母比率の検定 

11 統計的仮説検定（続き） 母平均の差の検定、ペアードｔ検定、母比率の差の検定 

12 統計的仮説検定（続き） 
適合度の検定、独立性の検定、分散比の検定（等分散性の検定）、 

無相関の検定 

13 ノンパラメトリック検定 符号検定、順位和検定、ウィルコクスンの符号付順位和検定 

14 
より高度な統計解析手法へ

のいざない 
回帰分析、分散分析、多変量解析 

15 まとめ 総括と今後の進め方（これまでの授業内容の重要点を整理する。） 

成 績 評 価 方 法 定期試験（60％）、提出課題（20％）、授業に対する取り組みの積極性（20％）で評価する。

教科書 涌井良幸、涌井貞美『初歩からしっかり学ぶ実習統計学入門』（技術評論社） 

参考図書等 
石村貞夫『入門はじめての統計解析』（東京図書） 

補助資料として、プリントを使用する。 

備  考 

予習、復習を必ず行ってください。各自、電卓を持参すること。また、パソコンを使用し

た演習問題の解き方の解説も行うので、可能な人は、Excel2010 以降の Excel がインスト

ールされたパソコンを持参すること。 

 


